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一 般 相 談
家庭生活上の悩みごとや、いろ

いろな手続きなどについ て相談に
応じます。なお、電話でも結構です。
相談日は、土・日曜・祝日を除

く毎日。午前9時～午後4時
区役所1 階相談室

今
年
オ
ー
プ
ン
を
め
ざ
し
て

建
設
工
事
着
々
と
進
む

区
で
は
、基
本
計
画
に
基
づ
き
、区
内
旆
設
の
充
実
を
進
め
て
い
ま
す
。今
年
も
、二
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
セ

ン
タ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
諸
局
設
が
オ
ー
ブ
ン
し
ま
す
。
新
春
早
々
か
ら
、
完
成
め
ざ
し
て
エ
亊
が
迪
め
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
主
な
旆
設
を
I
」
紹
介
し
ま
す
。

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
屋
外
プ
ー
ル
・
ア
ス

レ
チ
ッ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド

四
月
オ
ー
プ
し
予
定
の
ア
ユ
レ
チ
ッ

ク
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、つ
り
橋
、丸

太
山
登
り
、三
角
も
ぐ
ら
等
々
お
な

じ
み
の
器
具
を
備
え
た
、運
動
広
場

で
す
。
だ
れ
で
も

気
軽
に
、
楽
し
く

体
力
づ
く
り
か
で

き
ま
す
。

五
十
メ
ー
ト

ル
、
九
コ
ー
ス
の

公
認
屋
外
プ
ー
ル

と
。
ひ
ょ
う
た
ん

型
の
幼
児
用
プ
ー

ル
は
、
七
月
オ
ー

プ
ン
予
定
で
す
。

こ
の
プ
ー
ル
は

最
高
二
千
人
を
一

度
に
収
容
す
る
こ

と
が
で
き
る
、
区

立
プ
ー
ル
と
し
て

は
画
期
的
な
マ
ン

モ
ス
プ
ー
ル
で

す
。
夏
が
待
ち
ど

お
し
い
方
も
多
い

こ
と
で
し
ょ
う
。

他
に
、
都
立
東

綾
瀬
公
園
内
に
も

プ
ー
ル
が
完
成
す

る
予
定
で
す
。

東
和
セ
ン
タ
ー
(
東

和
三
-
一
ニ
-
九
)
・
佐

野
セ
ン
タ
ー
(
佐
野

ニ
-
四
三
-
一
九
)

昨
年
オ
ー
プ
ン
し
た
中
央
本
町
セ

ン
タ
ー
に
続
く
ブ
ロ
y
ク
館
が
二
館

開
館
し
ま
す
。
と
も
に
図
書
館
。
社

会
救
育
館
、
体
育
館
を
備
え
て
い
ま

す
。
東
和
セ
ン
タ
ー
内
に
は
、
東
和

保
健
相
談
所
が
移
転
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
佐
野
セ
ン
タ

ー
内
に
は
、
佐
野
出
張
所
が
新
設
さ

れ
ま
す
。
両
館
と
も
、
五
月
開
館
を

め
ざ
し
て
、
建
設
が
急
ピ

。チ
で
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

五
反
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
(
西
綾
瀬

ニ
-
一
-
一
二
)
・
東
和

住
区
セ
ン
タ
ー
・
佐

野
住
区
セ
ン
タ
ー
他

次
々
と
建
設
さ
れ
て
い
る
、
住
民

運
営
に
よ
る
コ
・
I
ニ
テ
イ
(庄
区
)

セ
ン
タ
ー
が
、
今
年
も
現
在
の
と
こ

ろ
六
館
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。

そ
の
卜
y
プ
を
切
っ
て
四
月
に
駟
館

す
る
の
が
。
五
反
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
(
仮
称
)
で
す
。

こ
の
施
設
は
。
設
計
段
階
か
ら
、

地
元
の
住
民
の
方
々
の
意
見
を
反
映

さ
せ
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
住
区
施
設

の
建
般
準
備
方
法
と
し
て
こ
れ
か
ら

の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
な
る
た
め
、
注

目
を
集
め
て
い
ま
す
。
ソ
上
フ
ー
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
、老
人
作
業
室
や
。

一
般
開
放
フ
ビー
戞
-
股
け
て
あ
り
、

住
民
の
方
々
の
工
夫
が
生
か
さ
れ
て

い
ま
す
。

他
に
、
ブ
ロ
ヴ
ク
セ
ン
タ
ー
に
併

設
さ
れ
る
東
和
・
佐
野
の
各
住
区
セ

ン
タ
ー
(
仮
称
)
。
都
営
住
宅
に
併

設
さ
れ
る
花
保
・
弘
道
・
島
根
の
各

住
区
セ
ン
タ
ー
(
仮
称
)
も
、
今
年

中
に
闃一
館
す
る
計
画
で
す
。

そ

の

他

次
の
小
・
中
学
校
・
保
育
園
が
、
今

年
四
月
か
ら
開
校
。
開
園
し
ま
す
。

▼
1
1沼
小
学
校
(
皿
沼
一
-
一
九
-

一
)
▼
入
谷
南
小
学
校
(
入
谷
町
二

〇
(
七
)
▼
扇
中
学
校
(
爾
三
-
一
(
-

一
四
)
▼
第
二
日
ノ
出
町
保
育

園
(
日
ノ
出
町
一
九
上
こ
▼
伊
興
大

境
保
育
園
(
伊
興
大
境
一
五
一
【
都

一世
伊
興
第
ニ
ア
パ
ー
ト
内
゛
▼
東
保

一木
間
保
育
園
^
東
保
木
間
一
-
二
゛
-

一
〒

】
○
一
)
(い
ず
れ
も
仮
称
)

①総合スポーツセンター内プール・アスレチックフィールド

②東綾瀬公園プール ③東和センター・住区センター
④佐野センター・住区センター ⑤五反野コミュニティセンター

⑥東保木間保育園・

花保住区センター

⑦伊興大境保育園

⑧第二日　出町保育園
⑨島根住区センター

⑩扇中学校 ⑪血沼小学校 ⑫入谷南小学校

ご 利 用 く だ さ い 新 施 設

みんなでつ くろう

区のうた
区
で
は
。

ぶ

の
ふ
れ
あ
う
ま
ら

づ
く
り
"
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
地

域
社
会
で
の
生
活
が
よ
り
豊
か
に
な

り
。
区
民
相
互
の
交
流
が
ま
す
ま
す

盛
ん
に
な
る
こ
と
が
、
区
政
の
重
要

な
課
胆
の
ひ
と
っ
で
す
。

今
年
は
、
区
制
五
十
周
年
の
年
で

す
ど

れ
を
記
念
し
て
、「
区
の
ろ
た
」

を
つ
く
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
。
す
で
に
発
表
さ
れ
て
い
る
区

制
五
卜
周
年
記
念
事
業
区
民
会
議
の

提
a
を
受
け
た
も
の
で
す
。
歌
を
通

し
て
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
交
流
を
促

進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

二
月
頃
、「
区
の
う
た
」
の
歌
詞

を
一
般
公
募
す
る
予
定
で
す
。
気

軽
に
、
み
ん
な
で
合
唱
で
き
る
よ

う
な
歌
を
、
区
民
の
方
自
身
に
つ

く
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。応

募
方
法
等
。
く
わ
し
い
内
容

に
つ
い
て
は
。改
め
て
「
区
の
お
知

ら
せ
」
で
発
表
し
ま
す
。今
か
ら
。

親
し
み
や
す
い
歌
詞
を
考
え
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
広
報
讖

足立の歴史再発見

広報映画試写会

広
報
映
画

菘

た
ち
の
足
立
で
W

リ
ー
ス
の
第
九
作
目
。
「
薫
立
か
ら

足
立
へ
」
が
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま

し
た
。
試
写
会
に
は
、
ご
家
族
や
ご

近
所
の
方
、
お
さ
そ
い
あ
わ
せ
て
お

い
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
日
は
、
感
動
を
よ
ぶ
名

作
児
童
劇
映
画
も
同
時
上
映
し
ま
す

の
で
お
楽
し
み
に
。

日
時
・
場
所
　
▼
笛
二
回
上
一
月
六

日
(
土
)
午
後
二
時

産
業
振
興

館

▼
第
二
回
…
二
月
十
三
日
(

土
)
午
後
二
時

竹
の
塚
社
会
教

育
館

広
報
映
画
　
1
6
S
カ
ラ
ー
三
十
分

併
映
　
「
赤
い
風
船
」
1
6
S
カ
ラ
ー

約
三
十
分

問
合
せ
先
　
広
報
課

あ
な
た
も
ご
応
募
く
だ
さ
い

区
政
モ
ニ
ター
募
集

本
年
十
月
に
。
区
制
五
十
周
年

を
迎
え
る
足
立
。
区
で
は
、
よ
り

住
み
よ
い
足
立
を
築
く
た
め
に
。

区
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
い
ろ
い
ろ

な
ご
意
見
、
要
望
を
う
か
が
・つ
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
。
そ
の
制
度

の
ひ
と
つ
と
し
て
。
区
政
モ
ニ
タ

ー
が
あ
り
ま
す
。
制
度
発
足
以
来

十
年
た
ち
。
今
ま
で
に
延
ぺ
五
百

名
の
区
民
の
方
々
が
、
区
政
モ
ニ

タ
ー
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

五
十
六
年
度
も
、
モ
ニ
タ
ー
五

十
名
に
ご
活
躍
い
た
だ
き
、
さ
ま

ざ
ま
な
ご
意
見
を
。
施
策
を
す
す

め
る
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

五
十
七
年
度
も
ま
た
、
斬
し
い

モ
ニ
タ
ー
の
方
々
を
、
次
の
要
領

で
募
集
し
ま
す
。
積
極
的
な
区
政

黔
加
の
足
が
か
り
と
し
て

。
他
の

モ
ニ
タ
ー
経
験
が
な
い
方
も
ど
し

ど
し
ご
応
莠
く
だ
さ
い
。

モ
ニ
タ
ー
の
仕
事
　
▼
ア
ン
ヶ
I

ト
の
回
答
(
年
四
回
程
度
)

▼
連
絡
会
亀
へ
の
出
席
(
年
四

回
)

▼
区
政
全
般
に
つ
い
て
の
愉
報

・
意
見
・
要
望
の
随
時
提
出

▼
そ
の
他
広
聴
業
務
へ
の
協
力

募
集
人
員
　
五
十
名

任
期
　
昭
和
五
十
七
年
四
月
?
昭

和
五
十
(
年
三
月

応
募
資
格
　
次
の
条
件
を
全
て
濟

た
す
方

▼
膺
二
十
歳
以
上
で
、
足
立
区

に
引
き
続
き
六
ヵ
月
以
上
居
住

し
て
い
る
方

▼
足
立
区
の
住
民
基
本
台
帳
に

登
録
さ
れ
て
い
る
方

▼
都
内
各
地
方
公
共
団
体
の
嗽

員
で
な
い
方

謝
礼
　
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
・
=

一
回
千
円
連
絡
会
議
へ
の
出
s

…

】回
千
五
百
円

応
募
方
法
　
二
月
十
日
ま
で
に
、

一
話
で
応
募
用
紙
(
モ
ニ
タ
ー

募
集
要
領
・
申
込
s
)
を
請
求

し
て
く
だ
さ
い
。折
返
し
郵
送

し
ま
す

選
考
　
地
域
別
、年
齢
別
、性
別
、

職
業
別
等
を
考
慮
の
う
え
遇
考

し
ま
す
(
結
果
は
、
三
月
末
ま

で
に
本
人
に
通
知
し
ま
す
)

応
募
・
問
合
せ
先
　
広
報
課

さ
し
あ
げ
ま
す

「
グ
ラ
フ
あ
だ
ち
」

―
―
一
冊
ま
る
ご
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
―
―

昨
年
十
月
、昭
和
五
十
六
年
度

版
の
グ
ラ
フ
誌
を
、ご
希
望
の
方

に
無
科
で
配
布
し
ま
し
た
と
こ

ろ
、た
い
へ
ん
好
坪
で
、す
ぐ
に

な
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
ぴ
増
刷
し

ま
し
た
の

で
、
ま
だ
ご
覧
に
な
っ
て
い
な
い

方
は
、ど
う
ぞ
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

配
布
部
数
　
千
五
百
都

配
布
場
所
　
▼
区
役
所
広
報
課
(

五
階
)

▼
第
二
庁
舎
管
理
係

問
合
せ
先
　
広
報
課

保
育
園
児
募
集

保
育
園
入
園
に
つ
い
て
は
、
常

時
受
付
け
て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
各
禍
祉
事
務
所

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
卜
。

◎
足
立
福
祉
事
務
所
　
　
(
(
[

上
二

四
一

◎
中
部
福
祉
事
務
所
　
(
(
九

-
一
四
(
一

◎
東
部
福
祉
事
務
所
　
I
(
○
五
1

七
一
〇
五

◎
西
部
福
祉
事
務
所

　
八
九
七
-

五
〇
一
一

◎
北
都
福
祉
事
務
所
　
(
(
三

上
(
(
〇
〇
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福祉 事業 あんない
申請等はお早めに

外
国
籍
の
方
も

国
制
度
の
手
当
が

受
け
ら
れ
ま
す

児
童
手
当
・
児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当
・
福
祉
手
当

昭
和
五
十
七
年
一
月
一
日
に
施
行

さ
れ
た
「
難
民
の
地
位
に
関
す
る
条

約
等
へ
の
加
入
に
伴
う
出
入
国
管
理

令
そ
の
他
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す

る
法
律
」
に
よ
り
、
国
籍
要
件
が
撤

廃
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
次
の
国
制
度
の
手
当

が
条
件
に
あ
て
は
ま
れ
ぱ
受
け
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
手
当
に
骸
当
す
る
方
は

申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
手

続
き
を
し
な
い
限
り
手
当
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
手
当
は
申
請
の
翌
月
分
か

ら
支
給
対
象
と
な
り
ま
す
。

児

童

手

当

こ

の
制

度

は

。
児

童
の

健

全
な

育

成
と

向
上

を

図
る

た
め

の

手

当

で

す

。十
(

歳

未

膺
の

児
童

を

三
人

以

上

扶

養

し

。
そ
の

三

人
目

以

降
の

児

童

の

う

ち
、
義

務
教

育
終

了

前
の

児

童

に

支
給

し

ま

す
。

※

義

務
教

育
終

了

前
と

は
・・・
年

齢

が

十

五
歳

に

達
し

た
日

の

属

す
る

学
年

の

末
日
(

三
月

三

十
一

日
)

で

す

。

児
童
扶
養
手
当

十
(
歳
未
膺
(
中
度
以
上
の
障
客

を
有
す
る
児
童
は
。
二
十
歳
未
濟
)

で
、
次
の
い
す
れ
か
の
状
態
に
あ
る

児
童
が
対
象
。

▽
父
母
が
離
婚

▽
父
親
が
死
亡

▽
父
親
が
生
死
不
明

▽
父
親
が

法
令
に
よ
り
一
年
以
上
拘
禁
さ
れ

て
い
る

▽
父
親
が
い
な
い
(
母

親
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し

た
児
童
で
、
父
親
に
認
知
さ
れ
て

い
な
い
)

▽
父
親
が
重
度
の
陣

害
を
有
す
る
(
身
体
障
害
者
手
帳

一
・
二
級
雇
度
)

特
別
児
童
扶
養
手
当

二
十
歳
未
満
で
。
心
身
に
重
度
お

よ
び
中
度
の
障
害
を
有
し
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童
が
対
象
。

▽
精
神
薄
弱
で
、
愛
の
手
帳
一
'
t

三
度
程
度

▽
身
体
障
客
で
、
身

体
障
害
者
手
帳
一
乙

一
級
程
度

福

祉
手
当

心
身
に
麗
度
の
障
害
を
有
し
、
常

時
介
護
を
必
要
と
す
る
左
肥
の
い
ず

れ
か
の
状
態
に
あ
る
方
が
対
象
。

▽
身
体
障
害
者
手
帳
一
級
程
度

▽
愛
の
手
帳
一
度
程
度

▽
前
記

と
同
程
度
の
状
態
に
あ
る
疾
病
・

精
神
障
害

《
ご
注
意
》
こ
れ
ら
の
国
制
度
の
手

当
に
は
、
所
得
が
一
定
額
以
上
の
方

な
ど
、
支
給
制
限
や
必
要
に
応
じ
た

証
明
一
等
を
添
付
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
手
当
の
種
類
に
応
じ
、
く
わ

し
く
は
、
次
の
担
当
係
へ
直
接
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
せ
先
　
▼
児
童
手
当
・

児
竃
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養

手
当
・■・
s
w
手
当
係

▼
福
祉
手

当
・・・
障
書
福
祉
係

お
急
ぎ
く
だ
さ
い

災
害
支
援
資
金
の
申
請

台
風
二
十
四
号
に
よ
り
、
床
上
浸

水
以
上
の
被
害
を
受
け
た
方
に
、
災

害
援
護
賢
金
の
貸
付
け
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
対
象
に
な
っ
て
い
る
方

で
、
ま
だ
申
請
し
て
い
な
い
方
は
、

至
急
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

貸
付
金
額
　
六
十
万
円
以
内

貸
付
期
間
　
十
年
以
内

貸
付
利
子
　
年
三
%
(

七
年
分
)

保
証
人
　
一
名

申
込
期
限
　
一
月
三
卜
日

※
申
込
用
紙
は
、
出
張
所
に
あ
り
ま

す
。く

わ
し
く
は
。
援
護
係
へ
。

有
料
で
派
遣
し
ま
す

家
事
援
護
者
(
家
政
婦
)

ね
た
き
り
の
お
年
寄
り
の
い
る
家

庭
に
対
し
て
発
行
し
て
い
る
介
護
券

を
、
従
来
所
得
基
準
額
を
超
え
て
い

る
た
め
に
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
を

対
象
に
、
有
料
の
介
護
券
を
発
行
し

ま
す
。

対
象
　
区
内
在
住
の
哨
六
十
五
歳
以
　

上
の
ね
た
き
り
老
人
の
い
る
家
庭

で
、
家
族
が
十
分
に
介
護
を
で
き

な
い
状
態
に
あ
る
家
庭

所
得
基
準
　
右
下
表
の
と
お
り

申
込
方
法
　
住
民
票
の
世
帯
全
員
の

写
し
、
生
計
中
心
者
の
所
得
証
明

番
を
添
え
て
直
接
窓
口
へ

申
込
・
問
合
せ
先
　
老
人
福
祉
係

所得基準表

※ 家族数に合わせて1人29
万円加算してください。

ね
た
き
り
の
お
年
寄
り
に

老
人
福
祉
手
当
支
給

対
象
　
六
十
五
歳
以
上
の
方
で
、
区

内
に
現
住
所
を
持
ち
。
①
ま
た
は
②

の
状
態
が
引
き
続
き
六
ヵ
月
以

上
の
方

①
自
宅
に
い
る
方
…
老
衰
や
傷
病
の
　

た
め
'
*
事
・
入
浴
・
排
便
等
の
　

日
常
生
ほ
を
営
む
上
で
、
著
し
く

支
障
が
あ
り
、
常
に
だ
れ
か
の
介

助
を
必
要
と
さ
れ
る
方

②
入
院
し
て
い
る
方
上
(
ヵ
月
以
上

の
入
院
(
精
神
科
も
対
象
)

文
給
制
限
　
▼
本
人
や
家
族
の
所

得
に
よ
る
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
　

▼
老
人
ホ
ー
ム
等
の
施
股
に
入
所

さ
れ
て
い
る
方
は
対
象
に
な
り
ま

せ
ん

支
給
月
額
　
一
万
三
千
五
百
円

申
請
に
必
要
な
も
の
　
▽
世
帯
全
員

の
住
民
票
の
写
し

▽
ね
た
き
り

の
ご
本
人
名
義
の
預
金
通
帳
(
郵

便
局
を
除
く
)
▽
印
か
ん

▽
入

院
証
明
書
(
入
院
の
場
合
の
み
必

要
で
す
)

※
現
在
す
で
に
、
老
人
福
祉
手
当
を

受
給
さ
れ
て
い
て
、
住
所
・
口
座
・

そ
の
他
の
事
情
に
変
更
が
あ
っ
た
方

は
、
お
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
せ
先
　
老
人
褊
祉
係

申
請
も
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

(
障
)
心
身
障
害
者

医
療
費
受
給
者
証

区
内
在
住
の
心
身
障
害
者
の
方
で

次
の
手
帳
を
持
っ
て
い
る
方
は
、
@

心
身
障
害
者
医
療
費
受
給
者
証
の
交

付
申
請
が
で
き
ま
す
。
お
早
め
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
身
体
陣
害
者
手
帳
一
級
・
二
級
お

よ
ぴ
内
部
陣
售
三
級
の
方

◎
愛
の
手
帳
一
度
・
二
度
の
万

申
請
の
対
象
と
な
ら
な
い
方

▽
社
会
保
険
の
被
保
険
者
本
人

▽
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

▽
児
童
福
祉
法
お
よ
ひ
精
神
薄
弱
者

福
祉
法
等
に
よ
る
施
設
に
入
所
し

て
い
る
方

▽
老
人
医
療
賢
助
成
制
度
の
対
象
者

▽
制
限
貊
以
上
の
所
得
の
あ
る
方

(
左
喪
の
と
お
り
)

申
請
・
問
合
せ
先
　
医
療
助
成
係

( 障) 所得制限額表

本人が20 歳未満のとき
は 、被保険 者の所得

申込期限――――1月23日
申込・問合せ先――もよりの学童保育室、

児童館、区民センター

ね
た
き
り
老
人
介
護
教
室

日
時
　
二
月
五
日
(
金
)
午
後
一

時
?
四
時

場
所
　
青
年
館
(
大
師
駅
前
)

対
象
　
介
護
ボ
ラ
ン
チ
イ
ア
を
め

さ
す
方
、
ね
た
き
り
老
人
の
い

る
家
庭
の
方
(
費
用
無
料
)

定
員
　
百
名
(
先
一
順
)

内
容
　
▽
講
演
・
=ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
　
▽
介
護
の
実
醐
と
実
技

指
導
　
▽
映
画

▽
懇
談
会

主
催
　
社
会
福
祉
法
人「
聖
風
会
」

後
援
　
足
立
区
、
区
社
会
福
祉
協

議
会

問
合
せ
先
　
老
人
福
祉
係
、
ま
た

は
「
聖
風
会
」
(
　
(
(
三
-

七
九
四
六
)

緑
ゆ
た
か
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

苗 木配布の
問 合 せ 先
緑 政 係

緑
化
計
画
書
を

提
出
し
た
方
に

苗
木
を
さ
し
あ
げ
ま
す

区
で
は
、
都
市
化
の
進
行
に
と
も

な
い
。
区
内
の
私
有
地
に
少
し
で
も

多
く
の
緑
を
増
や
し
て
い
た
だ
こ
う

と
、
二
百
平
方
M
以
上
の
敷
地
に
钁

築
物
を
新
築
す
る
方
を
対
象
と
し
て
　

『
緑
化
計
画
書
』
鳧
提
出
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
"
業
を
奨
励

す
る
た
め
、
次
に
該
当
す
る
方
を
対

象
に
苗
木
を
さ
し
あ
け
ま
す
の
で
、

(
ガ
キ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
樹
佃
、
本
数
に
つ
い
て
は

後
日
応
募
さ
れ
た
方
に
、
(
ガ
キ
で

通
知
し
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

対
象
　
昭
和
五
十
六
年
二
月
以
降
に

緑
化
計
画
一

を
提
出
し
た
方

配
布
予
定
　
一こ
月
中
旬

配
布
場
所
　
▽
区
役
所
本
庁
舎

▽
東
栫
公
圜

▽
東
郎
セ
ン
タ
ー

▽
竹
の
塚
第
六
公
園

申
込
方
法
　
(
ガ
キ
に
「
新
築
植
樹

奨
励
用
苗
木
希
望
」
と
書
き
、
新

築
場
所
、
住
所
、
氏
名
、
竃
話
番

气

希
望
す
る
配
布
場
所
卆
明
記

の
う
え
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
期
限
　
一
月
三
十
日

赤
ち
ゃ
ん
に

苗
木
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

区
で
は
。
昭
和
五
十
六
年
九
月
以

降
に
お
子
さ
ん
が
誕
生
し
。
引
き
桃

き
足
立
区
に
お
住
ま
い
の
方
を
対
象

に
、
艇
生
記
念
と
し
て
苗
木
を
さ
し

あ
げ
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申

込

方
法
　
(

ガ
キ

に
よ

る

記
入
内
容
　
①
「
誕
生
肥
念
樹
希
留
」

と
は
じ
め
に
一
い
て
く
だ
さ
い

②
樹
和
名
(
七
種
類
の
う
ち
一
朝
選

ら
ん
で
く
だ
さ
い
)
・
・
・
紅
梅
、
キ

ン
モ
ク
セ
イ
、
サ
ザ
ン
カ
、
黒
竹
、

(
重
桜
、
柿
、
イ
チ
'
ウ

③
配
布
希
望
場
所
(
一
ヵ
所
選
ん
で

く
だ
さ
い
)
・
・
・
区
役
所
本
庁
舎
、

第

二

庁
舎

④
保
護
者
の
住
所
、
氏
名
、
竜
銛
番
号

⑤
お

子

さ
ん

の
名

前

と
生

年
月

日

申

込

期
限
　

一
月

三

十
日

配

布

時
期
　

三
月
下

旬

募
集
し
ま
す

緑
の
協
定
工
場

区
で
は
、
緑
の
ま
ち
づ
く
り
を
め

ざ
し
、
緑
化
事
業
に
と
り
く
ん
で
い

ま
す
が
、
こ
の
た
ぴ
敷
地
面
積
が
千

平
方
U
以
上
の
エ
場
・
畊
業
所
等
夲
‘

対
象
に
、
[
緑
の
協
定
」
締
結
希
望

工
場
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
区
と
工
場
・
事
某

所
等
が
緑
の
育
成
に
関
す
る
協
定
を

紬
び
、
工
場
ぐ
る
み
の
緑
化
を
推
進

し
、
心
ゆ
た
か
な
緑
あ
ふ
れ
る
エ
鳩

を
つ
く
る
制
度
で
、
区
で
は
協
定
エ

場
に
苗
木
を
供
給
し
ま
す
。

こ
の
制
度
に
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願

い
す
る
と
と
も
に
、
区
民
の
方
で
、

賛
同
し
て
い
た
だ
け
る
工
場
等
を
ご

存
知
の
方
は
、
緑
政
係
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　
二
月
六
日

申
込
・
問
合
せ
先
　
い
ず
れ
も
、
緑

政
係
(

〒
Ⅲ
千

住
一
-
四
一
一
(
)

ご
ら
ん
く
だ
さ
い

公
害
防
止
ポ
ス
タ
ー
・

緑
の
写
真
展

公
害
の
な
い
緑
ゆ
た
か
な
ま
ち
は

私
た
ち
み
ん
な
の
願
い
で
す
。

区
で
は
、
区
内
中
学
生
に
よ
る

公
害
防
止
環
境
保
全
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル
を
毎
年
爽
施
し
て
い
ま

す
が
、優
秀
作
品
が
こ
の
た
ぴ
決

定
し
ま
し
た
の
で
、展
示
会
を
M

催
し
ま
す
。

ま
た
、区
民
の
皆
さ
ん
か
ら
公

募
し
た
緑
に
関
す
る
写
真
展
も
同

時
に
行
い
ま
す
の
で
、と
う
ぞ
ご

ら
ん
く
だ
さ
い
。

な
お
、一
月
二
十
二
日
・
二
十

一
百
に
は
、緑
の
相
談
コ
ー
ナ
ー

を
股
置
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
破
く
だ
さ
い
。

日
時
　
一
月
二
十
日
?
一
月
二
十

五
日
午
前
十
一
時
?
午
後
四

時
場
所
　
西
新
井
区
民
ホ
ー
ル

問
合
せ
先
　
環
境
保
全
課

国
民年
金

◎
二
十
歳
に
な
っ
た
ら
国

民
年
金
に
ご
加
入
を

国
内
に
住
ん
で
い
て
。厚
生
年

金
な
ど
の
公
的
年
金
に
加
入
し
て

い
な
い
方
は
。
必
ず
国
民
年
金
に

加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。た

だ
し
、昼
間
部
の
大
学
生
や

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
は
、
希

鏨
で
加
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま

す
。印

か
ん
を
持
参
の
う
え
区
役

所
、
ま
た
は
出
張
所
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
国
民
年
金
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

保
険
料
を
納
め
忘
れ
た
ま
ま
に

し
て
お
く
と
、
将
来
、
年
金
を
受

給
す
る
と
き
に
不
利
に
な
る
だ
け

で
な
く
、
年
金
を
受
給
で
き
な
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

昭
和
五
十
四
年
十
月
・
十
一
月
・

十
二
月
分
の
保
険
料
は
、
昭
和
五

十
七
年
一
月
三
十
一
日
を
過
き
る

と
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

納
め
忘
れ
の
方
は
y
至
急
納
め
て

く
だ
さ
い
。

◎
お
気
軽
に
ど
う
ぞ

国
民
年
金
相
談

区
で
は
。
国
民
年
金
に
関
す
る

疑
問
や
制
度
の
内
容
に
つ
い
て
く

わ
し
く
知
り
た
い
方
の
た
め
に
、

国
民
年
金
相
談
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
二
月
三
日
(
水
)
午
前
十

時
?
午
後
三
時
三
十
分

場
所
　
区
役
所
二
階
国
民
年
金
課

問
合
せ
先
　
い
ず
れ
も
、国
民
年

金
課

開
設
し

ま
し

た

千
住
東
老
人
集
会
所

所
在
地
・
電
話
番
号
　
千
住
東
一

上
一
四
-
五
　
　
(
七
〇
一
一

二
〇
五

開
設
年
月
日
　
昭
和
五
十
六
年
十

二
月
十
五
日

利
用
で
き
る
時
間
　
六
十
歳
以
上

の
方
は
、午
前
九
時
?
午
後
五

時
ま
で
、
自
由
に
利
用
で
き
ま

す
(
午
後
五
時
?
午
後
九
時
ま

で
は
地
元
の
会
合
な
ど
に
も
利

用
で
き
ま
す
)

休
館
日
　
毎
週
月
皿
日

※
同
所
の
管
理
運
営
は
。
足
立
区

高
齢
者
事
業
団
に
委
託
し
て
い
ま

す
。

問
合
せ
先
　
住
区
施
設
課

ご
協
力
く
だ
さ
い

内
職
を
お
求
め
の
事
業
主
の
方

内
職
補
導
所
で
は
、
内
職
の
相

岐
あ
っ
せ
ん
等
を
行

。て
い
ま

す
。
最
近
は
、
内
職
希
望
者
に
対

し
。
内
職
が
少
な
く
、
希
望
者
の

要
望
に
十
分
応
じ
ら
れ
な
い
状
態

で
す
。
簡
単
な
手
仕
事
等
の
内
職

者
を
求
め
て
い
る
事
業
主
の
方
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
・
問
合
せ
先
　
内
職
補
導
所

　
(
(
(
-

七
三
四
六

ご

利

用

く

だ

さ

い

生
活
用
品
交
換
情
報
コ
ー
ナ
ー

皆
さ
ん
の
家
庭
内
に
「
ま
だ
使

え
る
生
活
用
品
」
が
眠
っ
て
い
ま

せ
ん
か
。
不
用
な
方
か
ら
必
要
な

万
へ
そ
の
品
物
が
有
効
に
活
用
さ

れ
る
よ
う
情
報
提
供
(
カ
ー
ド
式
)

を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

登
録
期
間
　
九
十
日
問

交
換
方
法
　
価
格
、還
搬
方
法
等

に
つ
い
て
は
、
双
方
で
直
接
話

し
合
っ
て
決
め
て
く
だ
さ
い

結
果
報
告
　
交
渉
が
成
立
、ま
た

は
登
録
が
不
必
要
に
な
っ
た
鳩

合
は
必
ず
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

登
録
・
問
合
せ
先
　
消
費
者
セ
ン

タ
ー

　
(
七
〇
一
一
三
九
二

ご
利
用
く
だ
さ
い
　相
談
コ
ー
ナ
ー

西
新
井
区
民
ホ
ー
ル

相

談
内

容
　

▼

一

般
相

談
…
毎

週

水

曜
日

・
金

曜

日

▼
労

働

相

談
・
・・
毎

月
第

四

木
曜

日

▼

不

助

産
相

談
…

毎
月

第

一
・

三

月

曜
日

▼
商

工

相
談
・・
・
毎

週

水

曜
日

▼

高
齢

者
職

業

相
談
・・
・

毎
月

笆

二
木

曜

日

▼

土
地

家

屋
調

査

測
最

登
配

相

談

…
毎

月

第
二
日
曜
日

相
談
時
間
　
労
働
相
談
を
除
き
、

い
ず
れ
も
、午
前
十
時
～
午
後
　

四
時
(
労
働
相
岐
は
、午
後
一
　

時
?
四
時
)

相
談
場
所
　
西
新
井
区
民
ホ
ー
ル

(西
新
井
駅
前
ニ
チ
イ
店
四
階
)

問
合
せ
先
　
広
報
課
相
談
担
当

み
ん
な
で
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

心
が
け
ま
し
よ
う
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ご家族づれでご利用ください

湯河原・
伊豆高原「あだち荘」

抽
選
日
　
三
月
分
の
申
し
込
み
は
、

一
河
一
日
(
月
)
か
ら
受
付
け
ま

す
。午
前
九
時
に
、讌
河
原
『
あ

だ
ち
荘
』
と
伊
豆
高
原
『
あ
だ
ち

荘
』
々
同
時
に
抽
選
夕
行
い
、そ

の
順
位
に
よ
り
受
付
け
ま
す
。

伊
一哩
商
原
「
あ
だ
ち
荘
」

を
申
し
込
み
の
方
は
、

国
民
健
康
保
険
証
ま
た

は
国
民
健
康
保
険
の
領

収
一

が
必
要
で
す

抽
選
場
所
　
区
役
所
七
階

会
継
室

※
一
日
の
午
前
九
時
ま
で

に
入
場
し
た
方
争
抽
逸
対

象
と
し
ま
す
。
午
前
九
時

を
過
ぎ
ま
す
と
会
場
に
入

れ
ま
せ
ん
。
ご
注
意
を
。

抽
選
後
の
利
用
　
空
室
は

利
用
日
の
三
日
前
ま
で

受
付
け
ま
す
。
抽
選
日

の
翌
日
か
ら
は
、一
銛
で
申
し
込

み
の
う
え
、
三
日
以
内
に
利
用
料

金
を
出
彊
所
に
支
払
う
こ
と
も
で

き
ま
す

□
湯
河
原
「
あ
だ
ち
荘
」

申
込
資
格
　
区
内
在
住
・
在
勤
の
方

(一
人
で
の
申
し
込
み
は
不
可
)

利
用
日
数
　
二
泊
三
日
ま
で

利
用
料
金
(
一
泊
二
食
付
)
　
大

さ
中
学
生
以
上
)
・
・
・
三
千
円
、

子
供
(
四
歳
以
上
了

千
五
百
円

□
伊
豆
高
原
「あ
だ
ち
荘
」

申

込
資

格
　

区

内

に
在

住
の

方
(

一
人
で

の

申

し
込

み

は
不

可
)

利

用

日
数
　

二
泊

三

日

ま
で

利
用
料
金
―
室
料
(
一
　

泊
一
y
五
人
ま
で
収
　

容
)

▼

利
用

代

表

者

が

困

保
被

保
険

者
・・・

五
千

円

▼

利

用

代

褒

者

が
そ
の

他

の

区

民
…

七
千

五
百

円

食
事
料
　
大
人
・
'
・
千
五
　

百
円
、
子
供
・
・
・
千
円

※

申

し
込

み

と
同

時

に
利

用

料

金
を

全
額

支

払

っ
て

い

た
だ

き

ま
す

。

申

込

・
問

合
せ

先
　

▼

讌

河

原

「

あ
だ

ち

荘

」
・
・・
区
民

生

活
係

▼
伊

豆

高

原

「
あ

だ
ち

荘

惣
:
　

国

民
健

康

保
険

課

庶
務

係

城 ケ崎 海岸

ひろば

□
一
泊
ス
ケ
ー
ト
・
ス
ク
ー
ル

日
時
　
二
月
十
三
日
(
土
)
午
後
五

時
～
二
月
十
四
日
(
日
)
午
後
五

時
(
区
役
所
前
出
発
)

場
所
　
御
殿
場
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド

定
員
　
百
二
十
名

参
加
費
　
四
千
五
百
円
(
小
学
生
以

下
四
千
三
百
円
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
区
ス
ケ
ー
ト
連

盟
　
　
(
(

一
-
九
〇
六
五

□
ス
キ
ー
交
流
会

期
日
　
二
月
五
日
?
七
日
(
夜
行
)

場
所
　
尾
瀬
片
品
高
原
ス
キ
ー
場

定
員
　
三
十
名
(
先
着
順
)

参
加
費
　
一
万
七
千
円
(
交
通
費
、

食
事
、
障
害
保
険
、
講
習
会
等
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
足
立
サー
ク
ル

連
合
事
務
局
高
井
`
-
八
九
〇

-
○
○
六
一

□
明
る
い
家
庭
を
つ
く
る
た
め
の
セ

ミ
ナ
ー

日
時
　
一
月
二
十
三
日
(
土
)
午
後

六
時
三
十
分
?
九
時

場
所
　
西
新
井
住
区
セ
ン
タ
ー
(
西

新
井
中
学
校
前
)

内
容
　
家
庭
教
育
の
大
切
さ
と
子
供

の
し
つ
け

講
師
　
日
本
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会
理

事

中
垣
豊
四
郎
氏
、
麗
沢
高
校

教
諭

北
雄
二
氏

定
員
　
百
名

費
用
　
五
百
円
(
資
料
代
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
川
越

　
(
九
(

一
二
五
九
二
(
足
立
モ
ラ
ロ
ジ

ー
西
新
井
地
区
事
務
局
)

□
新
春
文
化
映
画
大
会

日
時
　
一
月
二
十
四
日
(
日
)
午
後

一
時
?
四
時
三
十
分
(
費
用
無
料
)

場
所
　
竹
の
塚
社
会
教
育
館

題
名
　
素
晴
ら
し
き
冐
険
者
た
ち
他

定
員
　
(
十
名
(
先
着
順
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
田
山

　
(
五

〇
-
五
(
(

一

□
足
立
区
民
合
唱
団
の
集
い

練
習
日
時
　
毎
週
土
一
日
、
午
後
三

時
～
四
時
三
十
分
(
上
履
を
持
参
)

練
習
場
所
　
梅
鳥
第
一
小
学
校

対
象
　
経
験
を
問
わ
ず
、
合
唱
に
興

味
あ
る
高
校
生
以
上
の
男
女
(
男

声
の
方
も
ふ
る
っ
て
ご
参
加
を
)

問
合
せ
先
　
梅
島
第
一
小
学
校

新
谷

　
(
(

九
I
O

三
三
四

□
中
国
語
教
室
生
徒
募
集

日
時
　
毎
週
水
皿
日
(
中
級
)
、
毎
週

土
曜
日
(
初
級
)
・
:
時
間
は
、
午

後
六
時
三
十
分
?
(
時
三
十
分

場
所
　
青
年
館

対
象
　
区
内
在
住
・
在
勤
の
方

定
員
　
初
級
三
十
名
、
中
級
若
干
名

費
用
　
月
二
千
五
百
円
(
入
会
金
千

円
)

申
込
方
法
　
往
復
(
ガ
キ
で
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
竜
銛
番
号
を
記
入

し
て
《
〒
Ⅲ
古
千
谷
三
―
一
-
一

二
足
立
日
中
準
僑
局
>
へ

申
込
・
問
合
せ
先
　
白
井

一
-
六
(

六
-
四
四
三
五
(
夜
間
の
み
)

投
稿
・
問
合
せ
先
　
広
報
課

(
千
Ⅲ
千
住
一
一
四
一

一
(
)

保
健
所
だ
よ
り

看
護
教
室

日
時
　
一
月
一
Υ
八
日
(
木
)
午
前

卜
時
?
正
午
、
午
後
一
時
!
二
時

場
所
　
西
新
井
区
民
ホ
ー
ル

内
容
　
▼
午
前
=
・
乳
幼
児
の
心
と
体

を
一
一
`
む
育
児
(
発
達
に
あ
っ
た
遊

ぴ

、救

急
看

護

、映
画

等
)

▼
午

後

…
映

画
l

ね

た
き

り
老

人
の

介

護

費

用
　

無

料

申

込

方
法
　

電
話

予

約
(

当

口
直

接

会

場
で

申

し

込
み

も
可
)

※

午

前
中

は

、
保
育

を
し

ま

す

。

申

込

・
問

合

せ
先
　

足
立

保

健
所

保

健

指
4

担

当

　
八

五
五
-

四

一

五
一高

血
圧
・
肥
満

予
防
講
習
会

日
時
　
一
月
二
十
九
口
(
金
)
午
後

一
時
三
十
分
!

こ
時
E
卜
分

場
所
　
江
北
保
健
相
談
所

内
容
　
自
分
に
適
し
た
一
日
の
食
事

量
、
・
つ
す
昧
の
調
理
の
工
夫
、
調

理
実
演
(
費
用
無
料
)

定
員
　
三
十
名

持
参
す
る
も
の
　
筆
肥
用
兵
、
試
食

用
の
小
皿
と
は
し

申
込
方
法
　
一
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先
　
江
北
保
健
相
談

所

　
八
九
六
-
四
〇
〇
四

胃
の
検
診

対
象
　
崗
三
十
五
歳
以
上
の
区
民

(
過
去
一
年
以
内
に
検
診
や・受
け

て
い
な
い
方
)

※
冐
の
手
術
を
し
た
り
胃
病
で
冶
療

中
の
'
方
は
検
、
診
で
き
ま
せ
ん
。

検
診
日
・
場
所
・
定
員
　
左
下
表
の

と
芻
り
(
費
用
無
料
)

申
込
方
法
　
往
復
(
ガ
キ
に
胃
検
診

希
望
と
一
き
、
希
望
検
診
日
・
場

所
、
住
所
。
氏
名
、
生
年
月
日
、

年
齢
、
性
別
、
I
銛
番
号
を
明
記

し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
(
一

人
一
枚
に
限
り
ま
す
)

申
込
期
限
　
一
月
二
十
三
日
(
当
日

消
印
有
効
)

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
、
希
望
日
以
外
の
冂
や
場
所
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
千
住
保
健
所
業

務
係
(
　
八
(
(
-
四
二
七
七

〒
Ⅲ
千
住
仲
町
二
四一
二
)

胃 の検 診 日 程 表
毎
日
を
楽
し
い
気
分
で

す
ご
す
た
め
の

講

演

会

日
時
　
一
月
三
十
日
(
土
)
午
後
一

時
三
十
分
?
四
時

場
所
　
西
新
井
区
民
ホ
ー
ル

対
象
　
一
般
区
民
(
賢
用
無
料
)

内
容
　
ス
'ド
レ
ス
解
消
法
(
悩
み
の

あ
る
方
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
)

講
師
　
東
京
都
精
神
衛
生
セ
ン
タ
ー

所
長

佐
々
木
雄
司
氏

問
合
せ
先
　
足
立
保
健
所
保
健
指
導

担
当

　
(
五
五
-
四
一
五
一

子
宮
が
ん
検
診

対
象
　
瞬
三
十
歳
以
上
の
区
民
(
過

去
一
年
以
内
に
検
診
を
受
け
て
い

な
い
方
)

検
診
日
　
二
月
五
日
・
十
二
日
・
十

九
日
・
二
十
六
日
(
各
金
曜
日
)

定
員
　
各
日
三
十
五
名

検
診
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

費
用
　
九
百
円

※
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
、生
保
の

し
お
り
を
、住
民
税
非
課
税
世
帯
の

方
は
、
住
民
税
非
課
税
証
明
一
を
当

日
持
参
す
れ
ば
免
除
に
な

り
ま
す
。な
お
、印
か
ん

も
持
参
く
だ
さ
い
。

検
診
で
き
な
い
方
　
生
理

中
の
方
や
生
理
終
了
後

三
日
経
過
し
て
い
な
い

方
、
婦
人
科
医
で
治
療

中
の
方

申
込
方
法
　
往
復
(
ガ
キ

に
、子
官
が
ん
検
珍
希

望
と
一
き
、希
望
検
診

日
、住
所
、氏
名
、生

年
月
日
、一
話
番
号
、

年
齢
を
明
記
し
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
(
(

ガ
キ
は
一
人
一
枚
)

申
込
期
限
　
一
月
二
十
四
日
(
当
日

消
印
有
効
)

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
遇
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
(
五
五
一
四
一
五
一

成
人
病
予
防
教
室

日
時
　
二
月
十
日
(
水
)
午
後
一
時

三
十
分
～
四
時

場
所
　
足
立
保
健
所
(
費
用
無
料
)

内
容
　
▽
高
血
圧
の
方
の
正
し
い
薬

の
と
り
方
▽
増
分
・
油
脂
の
と

り
方
、食
事
の
バ
ラ
ン
ス
▽
み

そ
汁
の
塩
分
測
定
(
当
日
、家
庭

の
み
そ
汁
を
I
〇
〇
`
程
お
持
ち

く
だ
さ
れ
ば
、濃
度
を
測
定
)

申
込
方
法

当
日
会
場
へ

問
合
せ
先
　
足
立
保
健
所
予
防
暉

　
(
五
五
-
四
一
五
一

区
内
の
栄
養
士
の
方
へ

学
び
ま
せ
ん
か

新
し
い
栄
養
知
識

日
時
・
内
容
・
講
師
　
左
衰
の
と
お
り

場
所
　
教
育
セ
ン
タ
ー

対
象
　
区
内
の
集
団
給
食
施
設
へ
勤

務
し
て
い
る
栄
養
士
、
ま
た
は
在

宅
栄
養
士
の
方

定
員
　
百
名
(
費
用
無
料
)

申
込
方
法
　
(

ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
、
受
講
希
望
日
を
明
配

し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
(
勤

務
し
て
い
る
方
は
勤
務
先
も
番
い

て
く
だ
さ
い
)

申
込
期
限
　
一
月
二
十
七
日
(
必
着
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
足
立
保
健
所
栄

養
指
導
担
当
(
　
(
五
五
¶
四
一

五
一

〒
1
2
1伊
具
町
前
沼
一
一
五

七
-
六
)

四
十
歳
女
性
の
健
康
づ
く
り

保
健
栄
養
教
室

足
立
保
健
所
・
江
北
保
健
相
談
所

期
日

・

内

容
　

▽
二

月

三
日
・
:
若

さ

を
保

つ

栄
養

学

▽

二
月

十
日
・
・・

う
す

味

と

バ
ラ

ン
ス

食

▽

二
月

十

七
日
・
:
楽

し

く
体

を
助

か
そ

う

時

間
　

▽

足
立

保

健
所
・
=
午

後

一

時

か
ら

▽
江

北

保
健

相
岐

所
・・
・
午

後

一
時

三

十

分

か

ら
(

費

用

無

料
)

※

希

望
者

に

は
。
貧
血

検

査

を
二
百

四

十
円

で

行

い
ま

す

。

問

合
せ

先
　

足
立

保
健

所

栄

養
指

導

担

当
(

　
(

五

五

丿
四

一

五
一
)

、

江

北

保
健

相
談

所
(

　
(

九

六
―

四

〇
〇

四
)

胃
腸
病
予
防
教
室

日
時
　
二
月
五
日
(
金
)
午
後
一
時

三
十
分
!
二
時
三
十
分

場
所
　
足
立
保
健
所

内
容
　
胃
腸
病
予
防
の
食
生
活

定
員
　
四
十
名
(
先
着
順
)

持
参
す
る
も
の
　
筆
記
用
具
、
賦
食

用
の
小
皿
と
は
し
(
費
用
鰈
料
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
足
立
保
健
所
栄

養
指
導
担
当

　
(
五
五
-
四
一

五
一

展示コーナーが
新 し くなり ました

食の安全
見直しませんか
あ な た の 食卓

峨
後
。
私
た
ち
の
食
生
活
の
変
化
は

非
常
に
大
き
な
も
の
が
あ
り
。
特
に
食

品
添
加
物
を
は
じ
め
と
す
る
数
多
く
の

化
学
物
質
が
次
々
に
出
現
し
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
。
ヒ
素
ミ
ル
ク
事
件
、
P

C
B
汚
染
問
胆
、
A
F
2
の
遺
伝
毒
性

問
題
な
ど
食
品
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な

ニ
ュ
ー
ス
が
続
き
ま
し
た
。

最
近
で
は
、
過
酸
化
水
素
に
発
ガ
ン

性
が
指
摘
さ
れ
、
社
会
的
に
大
き
な
反

檮
を
呼
ぴ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
な
か

で
、
洌
賢
者
の
闃
に
も
食
品
の
安
全
を

求
め
る
声
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
消
費
者
セ
ン
タ
ー
で
は
。
今

回
「
食
の
安
全
」
を
テ
ー
マ
に
展
示
が

え
を
し
ま
し
た
。
食
品
添
加
物
や
着
色

料
な
ど
各
種
の
問
題
を
絵
パ
ネ
ル
で
と

り
為
け
。
皆
さ
ん
の
食
卓
を
も
う
一
度

見
直
し
て
も
ら
お
う
と
各
種
資
料
も
用

意
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
ご
ら
ん
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
展
示
室
で
は
。
合
成
洗
剤

問
題
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
な
ど
多
く

の
絵
パ
ネ
ル
を
用
意
し
、
一
般
貸
出
し

を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先
　
消
費
者
セ
ン
タ
ー

　
(

七
〇
-
一
三
九
一

二
月
の
献
血

▼
一
日
(
月
)
・・・
北
千
住
駅
西
口

▼
三
日
(
水
)
・
綾
瀬
警
察
署

▼
五
日
(
金
)
・
=西
新
井
駅
東
口

▼
六
日
(
土
)
…
竹
の
塚
駅
東
口

▼
八
日
(
月
)
…
北
千
佳
駅
西
口

▼
十
日
(
水
)
…
ラ
イ
フ
竹
の
塚
東

店
(
東
保
木
閧
二
丁
目
)
▼
十
五
日
(

月
T

北
千
住
駅
西
口
・
区
役
所
第

二
庁
舎

▼
十
九
日
(
金
)
…
西
新

井
小
学
校

▼
二
十
日
(
土
)
・・・
竹

の

塚
駅

東

口

▼

二
十

二

日
(
月
)

・
・・
北
千

住

駅
西

口

▼

二

十
三

日
(

火
)

・
・・
綾
瀬

駅

西
口

▼

二
十

四

日
(
水
T

東
京

都

第

六
建
設

事

務
所
(

千

住

東

二
丁

目
)

▼
二

十

六
日
(
金
T

ラ

イ

フ
竹

の

塚
店
(

西

伊

輿
町
)

▼

二

十

七

日
(

土
)

…
北

千

住
駅

西

口
・

西
新

井
駅

西

口

時
間
　
い
ず
れ
も
、午
前
十
時
～

午

後

三

時
三

十
分

◎

献
血

に
つ

い
て

の

お

問
い

合

わ

せ

は

、
保

健
予

防
係

へ

。

水
洗
化
が

可
能
に
な
り
ま
し
た

現
在
、
区
内
各
所
で
下
水
遭
工

事
が
一
々
と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
た
ぴ
、
次
の
地
域
の
工

事
終
了
に
伴
い
。
水
洗
化
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
地
域
に
お

住
ま
い
の
方
に
は
。
三
年
以
内
に

水
洗
化
の
エ
亊
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

水
洗
化
可
能
地
域
　
西
縵
瀬
三
丁

目
一
〇
・
匸
一
番
～
一
六
番
の

一
都

供
用
開
始
月
日
　
一
月
十
九
日

問
合
せ
先

下
水
一
局
小
W
支
所
(

　
六
〇
ニ
ー
(
(

二
二
)
、

ま
た
は
第
二
庁
舎
下
水
道
課
(

　
(
(

九
上
(
I

六
一
)

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
展
示
・
相
談

区
お
よ
び
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連

企
業
体
で
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

つ
い
て
。
区
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
に
正
し
い
理
解
と
関
心
を
持

っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
次
の
よ
う

に
省
エ
ネ
曩
示
と
相
談
を
行
い
ま

す
。お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

日
時
　
二
月
五
日
～
八
日

午
前

十
時
?
午
後
五
時

場
所
　
西
斬
井
区
民
ホ
ー
ル

内
容
　
▽
パ
ネ
ル
罠
示

▽
省
エ

ネ
相
岐

主
催
　
足
立
ほ
、都
水
道
局
、都

嗣
掃
局
、東
京
電
力
、東
京
ガ

ス
、N
H
K
、一
々
公
社

問
合
せ
先
　
企
画
課

面
接
や
電
話
に
よ
る

教

育

相

談

お
子
さ
ん
の
教
育
上

の
こ
と

で
、
心
配
ご
と
や
悩
み
ご
と
の
あ

る
方
の
た
め
に
、
面
接
や
一
銛
に

よ
る
相
談
を
受
付
け
て
い
ま
す
。

□
電
話
に
よ
る
教
育
相
談

日
時
　
毎
遠
火
曜
日
?
金
曜
日

午
前
十
時
～
午
後
四
時

相
談
先
　
(
(
四
-
七
(
六
七

□
面
接
に
よ
る
教
育
相
談

日
時
　
毎
週
月
曜
日
?
土
曜
日

午
前
九
時
～
午
後
五
時
(
た
だ

し
。
土
曜
日
は
正
午
ま
で
)

場
所
　
教
冐
セ
ン
タ
ー

□
教
育
相
談
東
部
分
室

日
時
　
毎
週
月
曜
日
?
金
曜
日

午
前
九
時
～
午
後
四
時

場
所
　
北
三
谷
小
学
校
内

く
わ
し
く
は
、
教
育
七
ン
タ
ー

教
育
相
談
室
(
　
(
五
九
-
九
五

三
一
)
へ
。

相 談

区
民
相
談
室

午
前
九
時
り
午
後
四
時

(
土
曜
日
は
正
午
ま
で
)

▽
一
般
相
談
…
…
…
…
土
・
日
・
祭
日
を
除
く
毎
日

▽
結
婚
相
談
…
…
…
…
木
・
日
・
祭
日
を
除
く
毎
日

▽
交
通
事
故
相
談
…
…
土
・
日
・
祭
日
を
除
く
毎
日

2 月の安売りデー

青

果

物
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一一
月
十
七
日

<
緑
の
ノ
レ
ン
の
あ
る
お
店
>

水

産

物
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一一
月
十
九
日

<
青
の
ノ
ポ
リ
の
あ
る
お
店
>

豚

肉
…
…
…
…
一
一
月
十
三
日
・
二
十
七
日

<
赤
の
ノ
ポ
リ
の
あ
る
お
店
>
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今
年
も

盛
り
だ
く

さ
ん

催
し
物
・
講
習
会

青
年
文
化
教
室

(料
理
・
イ
ラ
ス
ト
・

着
付
)

期間
　二月五日工一月十六日の

毎週火・金曜日
(延十二回
)

時
間
　
午
後
六
時
三
十
分
?
(
時
三
　
十
分

場所
　青年館

対象
　区内在住・
在勤の三十歳

以下の方
(前回同一科目受鱗

の方を除く
)

定
員
　
甲
料
理
科
=
・
四
十
名
▼
イ
ラ
ス
ト
科
・
・
・
三
十
名
▼
和
服
着

付
科
・
・
・
四
十
名
(
い
ず
れ
も
入
門
コ
ー
ス
、
抽
遇
)

費用
　教材費実費

申
込
方
法
　
希
望
科
目
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
气

動務先を明記のうえ往復
(ガ

キで
(一人一
科目に限る
)

申
込
期
限
　
一
月
二
十
七
日
(
当
日

消印有効
)

申込・問合せ先
　青年館
{〒Ⅲ

西新井
}一四一一
七
　
(九

〇
I○○六一
)

十
六
ミ
リ
映
写
機

操
作
講
習
会

期
間
　
二
月
十
六
日
?
十
九
日
・
二
十
三
日
ヱ
ー
十
五
日
(
延
七
回
)

時
間
　
午
後
六
時
?
(
時
三
十
分

場所
　竹の塚社会教育館

対象
　区内在住・
在勤で全日程

受講可能な方
(ただし
、十六ミ

リ賢格修了証所持者を除く
)

定員
　四十二名
(抽選
)

受講料
　無料

申
込
方
法
　
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
職
業
、
一
括
番
号
を
明
記
の
う

え往復
(ガキで

申込期限
　一月二十六日
(当日

消印有効
)

申込・問合せ先
　文化係

青
年
の
つ

ど
い

「
子
ど
も
と
遊
び
」
を
考
え
る

都
市
に
育
つ
子
ど
も
の
遊
ぴ
場
を
見
直
し
、
新
た
な
人
間
関
係
を
、
遊

ぴを通して結んでいくための搗

いです
。創意とエ夫をこらした

遊びを子どもたちに伝えていけ

るよ・つ
。考えてみまし
Iつ。

日時・内容
　右表のとおり

場所
　竹の塚社会教育館

対象
　青年男女
(特に若い父親

母親の方歓迎
)

定員
　五十名
(先着順
)

申込方法
　直接電話で

申込・問合せ先
　青少年係

青
年
サ
ー
ク
ル
講
座

―
―
今
青
年
に
求
め

ら
れ
ている
も
の
は
何
か
―
―

あなた自身青年期をどう生き

るか考えてみませんか
。

日
時
　
二
月
三
日
・
十
六
日
・
二
十
四
日
、
三
月
三
日
・
十
二
日
・
二

十
日
£
一
十
一
日
(
宿
泊
)
・
二
十
六
日
宿
泊
を
除
い
て
い
ず
れ

も
午
後
七
時
?
九
時

場
所
　
青
年
館
(
宿
泊
に
つ
い
て
は
水
元
青
年
の
家
)

対
象
　
青
年
男
女

内容
　▼レクリエー
ジ
'ンから

見る触れ合いの原点
▼演劇

の世界を探る
▼君はどう生

きたいのか
▼触れ合い合宿

▼その他
申込方法
　直接一
晒で

申込・問合せ先
　青少年係、ま

たは青年館
(　
(九〇
1
0
0

六一
)

木
目
込
人
形講

習
会

日
時
　
二
月
十
七
日
ご
二
月
三
日
午
後
一
時
?
四
時

場
所
　
東
部
セ
ン
タ
ー

対象
　区内在住・
在勤の女性

定員
　二十名
(定員になり次第

締切り
)

費
用
　
ま
り
・
・
・
千
円
、
い
ず
め
こ
・
・
・
千
五
百
円
、
仲
よ
し
・
・
一
二
千
九
百

円申込方法
　電話
、または窓口で

午前九時から受付
(定員にな

り次第締切り
)

申込・問合せ先
　東部センター

六〇五
-七一
〇一

映
画
鑑
賞
会

「
白
い
恋
人
た
ち
」

日時
　一月二十四日
(日
)午後

二時から
場所
　勤労福祉会館

対象
　一般勤労者

定員
　百二十名
(定貝になり次

第締切り
)

申込方法
　直接竜銛で

費用
　無料
申込・問合せ先
　動労福祉会館

　
(四〇
-二五二五

マ

ク
ラ
メ

編
み

講

習

会

(
セ

カ

ン

ド

バ

ッ

ク
)

日
時
　
二
月
九
日
・
十
六
日
(
二
回
)
午
後
一
時
?
四
時
三
十
分

場
所
　
花
畑
区
民
セ
ン
タ
ー

対象
　区内在庄の女性

定員
　三十名
(先着順
)

費用
　二千二百円
(材料費
)

申込方法
　一月二十六日から材

料費を添えて窓口へ

申込・問合せ先
　花畑区民セン

ター
兮
(五〇上一六一
七

工業用ミシン

技
能
講

習

会

日
時
　
二
月
一
日
～
十
五
日
午
前
十
時
?
午
後
三
時

場
所
　
内
職
補
4
所

定員
　十六名
(先着順
)

受
講
料
　
無
料

申
込
受
付
　
一
月
二
十
五
日
、
午
前
九
時
か
ら

申込方法
　住所の確認ができる

ものを持参して窓口へ
(例…

健康保険証など
)

申込・問合せ先
　内職補導所
(

千佳隅町三九一
七
　
(
(
(
-

七三四六
)

熱心な
趣味の
教室

総合スポーツセンター事業案内( 申込・問合せ先　859- 8211)

※ 1～6の教室・コースに参加の方はオリエンテーションの舸までに必ず下の傭康チェックを受けてください。

冬
こ
そ
ス
ポ
ー
ツ

□健康チェック

教室やコースの参加者、およ

ぴ一般区民の方を対象に、血圧・

肺活最等の測定と健康アドバイ

スを無料で行っています。

日
時
　
毎
週
水
曜
日
・
=
午
前
九
時
三
十
分
?
午
後
七
時
、
お
よ
ぴ
毎
週

日
曜
日
・
:
午
前
九
時
三
十
分
?
午
後
三
時

□上表の教室・コ
ース申込み

申込方法
　一月二十日午前九時

より直接または一
話で

《
ご
注
意
》
参
加
者
は

、
事
前
に
健
康
チ
エ
y
ク
を
受
け
、
必
ず
オ
リ
ェ
ン
テ
ー
シ
'
ン
に
出
席
し
て
く

だ
さ
い
。

申込・問合せ先
　総合ヱポーツ

センター
　
(五九
-八一二

一

区民スキー競技会

日時
　二月七日
(日
)午前九

時から
場
所
　
新
潟
県
浅
貝
ス
キ
ー
場

参
加
資
格
　
区
内
在
住
。在
勤
、在
学
者
お
よ
ぴ
区
内
ス
キ
ー
団

体に所属する方

参加費
　二千円
(交通・
宿泊

は各自で手配
)

くわしくは
、バムスポーツ
(

　
(
(
二
-七九〇〇
)へ。

野
球
場
抽
選
日
の
変
更

三月分の野球堝抽週日

は都合により二月十二日

(金
)に変更します
。

問合せ先
　体育躙

大活字本コー ナー

図書 館に 設置

弱視者や高齢者の方にも図一

館を利用していただけるように

「大活宇本
」をとりそろえ
。専

用コーナーを股けました
。

「大活宇本」は
、普通の卮字

の四倍の大きさの文字で印刷さ

れており
、大きさは週刊誌より

ひとまわり大きい本です
。

中央図一
館には現在児童用と

して
、「シートン助物記
」、「銀

河鉄道の夜
」、「ガラスのうさ

き
」など一四点
。一般用として

「
坊
ち
や
ん
」
、
「
雪
国
」
、
「
赤
穂
浪
士
」
な
ど
四
四
点
の
蔵
書
が
あ
り
、

決
し
て
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
出
版
さ
れ
次
第
増
や
し
て
い
く
予

定
で
す
。

な
お
、
中
央
図
一
館
の
他
に
、
千
住
・
花
畑
・
竹
の
塚
・
や
よ
い
の
各

図
一
館
で
も
、
「
大
活
字
本
」
を
と
り
そ
ろ
え
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問合せ先
　中央図一
館
　
(四

〇
-四六四六

募

集

し
ます

上総湊健康学園児

お子さんが
、「体が弱い
」

「ぜんそくにかかっている
」

「肥満で運動嫌い
」等のため

心配なさっている方
、上総湊

健康学園をご存知ですか
。

学園では
、恵まれた自然環

境のもとで
。徹底した健康

揩導をしています
。半習指導

は
、小人致のクラス編成によ

って
、きめ細かく行われてい

ます
。また
、日常の世話は保

毋や看護婦があたります
。

子どもさんの将来のために

一日も早く健康をとりもどす

ことを
fぜひお考えください
。

募
集
人
員
　
癨
学
橡
=
7
六
年
生
(
十
名
(
各
学
年
二
十
名
)

費用
　一ヵ月約一万六千円
(

家庭の事愉により減額
、

免除の制度もあります
)

申
込
方
法
・
期
限
　
二
月
九
日
ま
で
に
、
現
在
通
学
し
て
い
る
学

級の担任・養護の先生へ

問合せ先
学校保健係

図書館アルバイト

□
図
書
整
理
事
務
(
六
名
)

期間
　二月一日から二ヵ月間

資格
　十
(歳以上三十五歳以

下の方
□
図
書
デ
ー
タ
入
力
事
務
(
四
名
)

期間
　二月一日から六ヵ月間

資格
　十
(歳以上三十五歳以

下のキーパンチ経験者

くわしくは
。いずれも中央

図一
館内開設準備担当
(　
(

四〇一四六四六
)まで
。

勤
労
青
少
年
寮

入寮者
(三十名
)

申込資格
　▽十五歳以上二十五

歳未膺の単身男子の方
▽都

内の中小企業に勤務し
、申込

日前三ヵ月の平均月収が十五

万円以下の方

寮
の
所
在
地
　
千
住
桜
木
二
上
五
一
一
一
一
〇
】

使用料
　月額四千七百円
(ただ

し、一気代は自己負担
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
勤
労
福
祉
対
策
担
当

区
職
員

□社会教育
(一名
)

採用
　四月一日以降

資
格
　
四
年
制
大
学
を
卒
業
し
(
見
込
み
も
含
ひ
)
、
社
会
教
育
主
事
の
資
格
お
よ
ぴ
保
健
体
育
の
教
員

免許を有する
(取得見込みも

含ひ
)、昭和五十七年四月一

日現在崗三十歳未満の方

応
募
方
法
　
①
履
歴
一
(
市
販
の
用
紙
使
用
、
自
署
、
写
真
貼
付
)

②
戉
績
証
明
一
(
ま
た
は
単
位
取
得
見
込
証
明
一
)
③
卒
業
証
明
一

(
ま
た
は
卒
業
見
込
証
明
一
)
④
保
健
体
育
教
員
免
許
状
の
写
し

(
ま
た
は
取
得
見
込
証
明
一
)
①
?
④
を
各
一
通
ず
つ
持
参
の
う

え窓口へ
□歯科衛生
(一名
)

採用
　四月一日以降

資格
　歯科衛生士の免許を有し

昭和五十七年四月一日現在濟

三十五歳末繝の方

応
募
方
法
　
履
歴
書
(
市
販
の
用
紙
使
用
、
自
署
、
写
真
貼
付
)
一
通

を持参のうえ窓口へ

申込期限・
申込・問合せ先
い

ずれも、一月三十日までに人

事係へ

掲示板
税のお知らせ

□
贈
与
税
の
申
告

贈与税の申告は。二月一日

から三月十五日までです。お

早めにどうぞ。

□所得税の還付申告

税金の還付を受けるための

確定申告書は。すでに受付け

ています。なるべく二月末日

までに提出ください
。

□給与等の支払いをした方へ

昭和五十六年中に給与等を

支払った方は、所定一
類を二

月一日までに提出ください
。

くわしくは、
S
一立脱黔醫

(　
(
(
(
上
(二四一
)、西

新井税務署
(　
(四〇
!一一

一一
)へ
。

住民税第四期分の納期

限は、二月一日です。

ナースバンクの登録

保
健
婦
・
助
産
婦
・
看
護
婦
・
准
一
讚
婦
の
賢
格
を
持
ち
、
就
業

を
希
望
す
る
方
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
ナ
ー
ス
バ
ン
ク
に
登
録
し

た
方
に
は
、
看
護
ニ
ュ
ー
ス
や
講
習
会
の
案
内
等
、
就
業
に
役
立
つ

情
報
を
提
供
し
た
り
、
就
業
相
談
や
紹
介
を
行
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
都
衛
生
局
医
務
部
看
護
課
(
　
ニ
ー
ニ
ー
五
一
一

一
内
線
二
(
-
四
四
二
)
へ
。

生徒募集

□
治
療
教
育
職
員
養

成
所福祉や教育の場で
、発達障

害の乳幼児指導にたずさわる

方に
、その冶療教育の専門知

識と技術を指導いたします
。

資
格
　
保
母
、
教
員
、
社
会
福
祉
主
事
、
看
護
婦
等
の
賢
格
を
有

す
る
者
(
取
得
見
込
み
を
含
む
)
く
わ
し
く
は
、
う
め
だ
あ
け
ぼ

の
冶
療
教
育
職
貝
養
成
所
(
　
(
(
九
一
一
七
〇
〇
午
後
二
時
ヽ
f

(時
)へ。

□
足
立
高
等
職
業
訓

練
校
科目
　一気工事・
自助車聾備

技術・
木エードレース他

資格
　義務教育修了者

くわしくは
。同校
(　六〇

五⊥
(
I
四六
)へ。

※なお他の職業馴練校も馴練

生を募集しています
。

ご利用ください

国の進学ローン

融
資
額
　
一
世
帯
五
十
万
円
以
内

利息
　年
(・三
%

取扱期限
　四月三十日

くわしくは、国民金融公庫

千住支店
(　
(
(
一一
六一七

五
)へ。里親さん募集

都では、様々
な理由で親が

青てられなくなった子ども

を。暖かくむかえ育ててくだ

さるご家庭を求めています。

くわしくは。希望の家養育

家庭センター
(葛飾区柬四つ

木一
-匸〒一七
　六九六

上
(
(
五
(
)
へ
。

パートタイマーの

出張
相
談

日時
　一月二十
(日
(木
)午

後一
時
?四時

場
所
　
区
役
所
第
二
庁
舎
会
議
室

内容
　女性の職業相談・
紹介

および求人受付

問
合
せ
先
　
足
立
公
共
職
業
安
定
所
　
(
(
二
-
こ
一
(
七

区
第
二
庁
合
で
は
、
屋
根
工
事
の
た
め
、
二
月
末
ま
で
皆
さ
ん

に
ご
不
儷
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
な
お
、
車
で

2
」
煢
听
ま
ご
扈
曚
く
″
`
さ
り

お礼
育
英
賢
金
貸
付
事
業
の
た
め
、
次
の
方
々
か

ら寄付がありました
。

▽竹田てつ子
(千住四
-一二

上二
)

▽区立第
(中学校
P
T
A

▽下川正子
(谷中三上
(
I
六
)

表彰
区立第十五中学

校では
、教育活動

の
一
環
と
し
て
、
地
域
社
会
と
の
連
挑
を
深
め
る
た
め
、
通
学
区
域

や
荒
川
河
川
敷
の
清
掃
作
業
を
、

生徒全員で行ってきました
。

この功紋が認められ
、昨年

十一月二十
(日。環境庁長官

から
、同校に表彰状が贈られ

ました
。

K・Y　239,

00
0


